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大
阪
府
連
定
例
研
究
会
第
二
回
シ

リ
ー
ズ
の
特
別
講
演
会
は
、
大
西
広

慶
應
大
学
経
済
学
部
教
授
（
協
会
常

任
理
事
）
を
お
迎
え
し
て
、
八
月
二

十
九
日
に
開
催
さ
れ
、
協
会
内
外
か

ら
四
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
「
『
中
国
問
題
』
と

日
中
関
係
に
つ
い
て
今
考
え
て
い
る

こ
と
」
と
題
し
、
次
の
四
点
に
問
題

を
絞
っ
て
率
直
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

①
日
本
の
「
反
中
」
は
世
界
の
非

常
識
、
②
中
国
の
資
本

主
義
・
社
会
主
義
、
③

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

の
構
築
、
④
民
主
主
義

と
少
数
民
族
問
題
。
こ

の
内
、
①
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
は
中
国
に
「
好

意
的
」
は
五
％
（
総
理

府
世
論
調
査
）
で
あ
る

が
、
世
界
平
均
で
は
四

〇
％
「
好
意
的
」
、
四

〇
％
「
警
戒
的
」
（
残

り
は
そ
の
他
、
以
上
英

国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
調
査
）
で
、

人
口
を
加
味
す
れ
ば
、
五
〇
％
、
三

〇
％
と
な
り
、
日
本
の
状
況
が
異
常

で
あ
る
こ
と
。
安
倍
政
権
下
の
世
論

誘
導
が
い
か
に
国
民
意
識
に
対
す
る

徹
底
し
た
挑
戦
と
な
っ
て
い
る
か
を
、

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
、
中
国
に
つ
い
て
、

毛
沢
東
期
を
国
家
資
本
主
義
、
現
在

を
市
場
資
本
主
義
と
と
ら
え
る
の
で

す
が
、
そ
れ
は
、
中
国
が
高
度
成
長

を
経
て
、
や
が
て
低
成
長
期
に
迎
え
、

社
会
主
義
／
共
産
主

義
へ
の
過
渡
期
（
一

般
的
に
は
ポ
ス
ト
資

本
主
義
）
を
迎
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
本

や
世
界
の
将
来
と
交

錯
す
る
時
代
を
迎
え

る
と
、
考
え
て
お
ら

れ
る
か
ら
で
す
。

し
か
も
、
格
差
や

貧
困
の
解
消
を
見
据

え
、
相
続
税
な
ど
富

裕
税
徴
収
の
よ
う
に
、

既
得
権
益
層
の
抵
抗

を
抑
え
込
む
現
在
の
政
権
の
政
策
が

的
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
社

会
主
義
へ
の
方
向
性
を
見
出
す
と
い

う
一
貫
し
た
主
張
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
話
の
あ
と
、
「
中
国
に
よ
る
日

本
の
集
団
的
自
衛
権
批
判
と
尖
閣
問

題
の
関
連
」
、
「
尖
閣
問
題
の
国
際

司
法
裁
判
所
に
よ
る
解
決
可
能
性
」
、

「
井
上
清
に
よ
る
尖
閣
中
国
領
土
論

を
ど
う
評
価
す
る
か
」
、
「
中
国
の

外
交
政
策
に
潜
む
大
国
主
義
・
覇
権

主
義
へ
の
理
解
」
、
「
中
国
は
少
数

意
見
を
尊
重
し
て
い
る
か
」
、
「
嫌

中
な
ど
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
淵
源
を

脱
亜
入
欧
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
」
、
「
経
済
発
展
さ
え
す
れ
ば

何
で
も
ア
リ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
」
、

「
マ
ル
ク
ス
の
価
値
論
に
お
け
る
理

論
問
題
」
と
質
疑
応
答
が
活
発
に
交

わ
さ
れ
、
引
き
続
き
懇
親
会
に
も
延

長
し
て
和
や
か
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
Ｙ
）

年
内
の
定
例
研
究
会
テ
ー
マ

十
一
月
は
慰
安
婦
問
題

十
二
月
は
尖
閣
問
題

講
師
は
交
渉
中
で
す
。

季
刊
中
国
「
秋
季
号
」
に
対
談

山
本
恒
人
×
大
西
広
「
中
国
経
済
を

ど
う
み
る
か
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
六
百
円
＋
税
で
販
売
中
で
す
。

中
国
問
題
講
演
会
に
四
〇
名

刺
激
的
講
演
と
活
発
な
対
話

府連通信

会
員
の
み
な
さ
ん

十
月
か
ら
中
国
語
講
座
１
０
１
期

が
始
ま
り
ま
す
。
九
月
三
〇
日
（
火
）

午
前
と
夜
間
、
十
月
四
日
（
土
）
午

前
に
無
料
体
験
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。

中
国
語
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？
一
度

ご
自
身
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
見
て
る
だ
け
〜
』
も
大
歓
迎
で
す
。

き
れ
い
に
な
っ
た
教
室
で
是
非
一
度

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

会
員
の
み
な
さ
ん

五
〇
年
近
い
歴
史
を
誇
る
中
国
語

講
座
も
様
々
な
理
由
で
山
あ
り
谷
あ

り
で
経
過
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

特
に
新
入
生
が
減
少
し
、
大
阪
府
連

の
経
済
的
な
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね

ま
せ
ん
。
会
員
の
み
な
さ
ん
に
お
願

い
で
す
。
中
国
語
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
方
、
勉
強
し
て
み
よ
う
か
な
、

と
思
っ
て
い
る
方
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
は

薄
謝
を
差
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん

今
、
大
阪
に
は
た
く
さ
ん
の
中
国

語
教
室
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
日
中
友
好
協
会
の
中
国
語
教
室

に
は
ど
こ
に
も
ま
ね
の
で
き
な
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
と
中

国
の
友
好
を
推
進
し
、
『
も
う
け
』

を
追
求
す
る
た
め
の
語
学
教
室
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

受
講
料
も
良
心
的
な
価
格
４
８
０
０

０
円
、
会
員
割
引
も
４
２
６
０
０
円

と
大
変
お
得
で
す
。

場
所
も
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
北
側
東

洋
ビ
ル
本
館
で
Ｊ
Ｒ
、
地
下
鉄
、
阪

神
、
阪
急
か
ら
も
歩
い
て
数
分
。
通

学
に
は
と
て
も
便
利
で
す
。

講
師
の
先
生
は
入
門
、
初
級
は
日

本
人
講
師
が
担
当
し
ま
す
。
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
従
っ
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講

師
の
き
れ
い
な
『
普
通
話
』
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
〇
年
近
い
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ

た
教
授
法
で
先
生
方
の
評
判
も
親
切
、

丁
寧
と
評
判
で
す
。

中
国
語
講
座
へ
ど
う
ぞ

無
料
体
験
講
座
三
回
開
催

９/３０ ① 10：00～11：30

② 18：30～20：00

１０/４ ③ 10：00～11：30

会場：日中友好協会 中国語教室

東洋ビル本館205（グランフロント東側）

定員各回１４名、初心者対象

中国語無料入門レッスン
参加をお待ち

しています。

ご連絡下さい。
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「
中
国
残
留
孤
児
の
父
」
と
慕
わ

れ
た
長
野
県
・
阿
智
村
出
身
の
山
本

慈
昭
さ
ん
（
１
９
０
２
〜
９
０
）
を

主
人
公
に
、
満
蒙
開
拓
団
の
悲
劇
を

描
い
た
劇
映
画
「
望
郷
の
鐘
ー
満
蒙

開
拓
団
の
落
日
」
の
制
作
が
順
調
に

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
も
「
特
集
」
で

取
り
上
げ
話
題
に

八
月
十
二
日
に
阿
智
村
で
の
ロ
ケ

は
終
え
た
と
監
督
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
主
演
の
内
藤
剛
志
さ
ん
や

常
盤
貴
子
さ
ん
も
多
く
の
人
に
見
て

ほ
し
い
と
作
品
へ
の
想
い
を
語
っ
て

い
ま
す
。
十
一
月
の
完
成
・
披
露
が

待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

地
元
テ
レ
ビ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
映
画

製
作
の
こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
Ｂ

Ｓ
１
の
「
国
際
報
道
２
０
１
４
」
は
、

九
月
二
日
（
火
）
「
知
ら
れ
ざ
る
満

蒙
開
拓
史

日
中
で
語
り
継
ぐ
」
で

は
、
「
日
中
関
係
が
冷
え
込
む
中
、

国
家
と
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
満
蒙
開

拓
の
歴
史
を
、
双
方
の
国
で
見
つ
め

直
そ
う
と
す
る
動
き
を
伝
え
る
」
と

し
て
、
「
満
蒙
開
拓
を
テ
ー
マ
に
し

た
映
画
」
と
し
て
撮
影
現
場
、
出
演

の
村
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を

報
道
し
ま
し
た
。

十
二
月
の
有
料
試
写
会
成
功
と

地
域
上
映
開
催
を
全
力
で

大
阪
で
の
上
映
運
動
は
、
八
月
十

九
日
の
結
成
総
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、

十
二
月
十
三
日
の
ク
レ
オ
大
阪
中
央
・

ホ
ー
ル
で
の
有
料
試
写
会
の
成
功
と

地
域
上
映
開
催
に
向
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
有
料
試
写
会
で
は
、
１
０

０
０
席
の
会
場
を
満
席
に
し
て
、
府

内
で
の
上
映
開
催
の
跳
躍
台
に
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
前
売
券

は
、
２
０
０
０
枚
の
配
券
め
ざ
し
、

現
在
８
０
０
枚
を
府
内
の
各
団
体
・

個
人
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
あ
と
１

２
０
０
枚
の
配
券
が
残
っ
て
い
ま
す
。

支
部
、
会
員
の
奮
闘
が

上
映
成
功
の
カ
ギ

結
成
総
会
で
は
、
府
内
上
映
は
十

か
所
以
上
で
開
催
し
よ
う
と
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

上
映
運
動
推
進
事
務
局
と
し
て
大

阪
府
連
で
も
、
支
部
・
会
員
の
そ
れ

ぞ
れ
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
前
売
券

普
及
、
府
内
各
地
で
の
上
映
開
催
に

他
団
体
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

東
大
阪
支
部
の
活
動
紹
介

廣
原
資
泰

「
支
部
総
会
を
四
名
で
再
開
、
日

中
府
連
旗
を
か
か
げ
て
の
平
和
行
進

や
市
民
ま
つ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
も
参
加
。
今
年

四
月
の
支
部
総
会
に
は
友
人
や
留
学

生
、
残
留
孤
児
等
に
も
呼
び
か
け
四

八
名
も
集
ま
り
し
た
。

一
部
勉
強
会
は
「
人
生
そ
ろ
ば
ん

街
道
を
ゆ
く
」
（
一
人
の
満
州
開
拓

青
年
義
勇
隊
員
が
歩
ん
で
き
た
道
）

を
出
版
さ
れ
た
大
谷
茂
義
さ
ん
か
ら
、

中
国
と
の
珠
算
交
流
の
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
常
的
に
も
副

支
部
長
の
北
郷
さ
ん
の
家
で
中
国
映

画
を
見
て
、
帰
国
二
世
や
残
留
孤
児

と
の
友
好
と
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま

す
」

太
極
拳
一
〇
〇
期
記
念
文
化
祭

恒
岡
正
勝

「
大
阪
の
太
極
拳
教
室
が
１
０
０

期
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
記
念

行
事
を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
三
十

八
年
前
中
国
文
化
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
太
極
拳
教
室
を

開
き
、
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
１
０

０
期
に
な
り
ま
し
た
。
見
て
楽
し
い
、

参
加
し
て
楽
し
い
、
そ
う
い
う
文
化

祭
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
作
品

展
も
写
真
や
水
彩
画
、
日
本
画
、
な

ど
多
数
出
展
さ
れ
ま
す
。
太
極
拳
表

演
が
中
心
に
な
り
ま
す
が
、
二
胡
の

演
奏
や
サ
ッ
ク
ス
、
三
線
、
詩
吟
も

あ
り
、
太
極
拳
平
和
劇
「
桃
太
郎
」

も
熱
演
し
ま
す
。
」

中
国
で
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

岡
山
大
学

下
定
雅
弘

「
五
月
の
中
国
語
１
０
０
期
記
念

講
演
会
で
お
話
し
ま
し
た
。
日
中
友

好
協
会
に
は
大
学
一
年
の
十
八
歳
で

入
会
し
四
十
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

岡
山
大
学
か
ら
の
要
請
で
、
現
在
長

春
の
事
務
所
長
で
す
。
中
国
東
北
三

省
の
大
学
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
五
十
二
大
学
に

案
内
を
出
し
、
十
六
の
大
学
が
参
加
、

そ
の
中
の
二
人
が
十
月
に
は
岡
山
に

来
ま
す
。
最
終
的
に
は
二
十
数
名
連

れ
て
来
て
、
日
本
語
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
は
か
り
ま
す
。
」

七
月
の
府
連
大
会
で
の
発
言

②

１２月１３日（土）１４：００(開場13：30）

クレオ大阪中央 ホール
地下鉄谷町線「四天王寺夕陽丘」下車
前売り券発売中：大人１２００円

当日券：大人１５００円、学生１３００円
製作協力券で入場可 障害者１０００円

府
内
上
映
一
〇
か
所
め
ざ
す

映
画
「
望
郷
の
鐘
」
ロ
ケ
撮
影
は
終
了

「望郷の鐘」満蒙開拓団の落日

１２月に完成披露有料試写会

日
中
友
好
協
会
は
極
め
て
厳
し
い

財
政
の
現
状
を
打
開
し
、
日
中
友
好

運
動
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た

め
、
会
員
・
準
会
員
１
２
０
０
名
の

拡
大
と
、
財
政
改
善
の
た
め
の
特
別

募
金
を
訴
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

尖
閣
諸
島
問
題
を
め
ぐ
り
、
１
９

７
２
年
の
日
中
国
交
正
常
化
以
後
で

最
悪
の
両
国
関
係
の
も
と
で
、
協
会

も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
国
内
に
広
が
っ
た
中
国
に
対

す
る
悪
感
情
は
、
会
員
を
増
や
す
と

い
う
「
仲
間
づ
く
り
」
の
広
が
り
を

阻
み
、
中
国
語
学
習
者
の
減
少
な
ど

に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
財
政
面
で
の

後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
年
連
続
の
会
員
減
少
に
よ
り
、

本
部
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
協
会
本
部
は
こ
の
現

状
を
打
開
す
る
た
め
、
経
費
節
減
を

含
む
財
政
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「
緊
急
募
金
」
を
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
の
「
緊
急
募
金
」
は
１
０
０
０

円
を
一
口
と
し
て
協
力
を
広
く
訴
え
、

総
額
１
０
０
０
万
円
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
二
口
以

上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
近

く
本
部
か
ら
の
訴
え
を
お
送
り
し
ま

す
。
取
り
組
み
期
間
は
一
〇
月
末
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
中
友
好
運
動
強
化
「
緊
急
募
金
」
の
訴
え


